地理空間学会　学会賞受賞者

〔2010年度（第１回）〕
【学術賞】 
合田昭二
受賞対象：合田昭二『大企業の空間構造』原書房，246p.，2009年2月．

堤　純 
受賞対象：堤　純『土地利用変化のメカニズム―土地所有とGISからの分析―』，古今書院，172p.，2009年3月．

平岡昭利
受賞対象：平岡昭利編『離島研究Ⅲ』海青社，220p.，2007年12月． 
平岡昭利編『地図で読み解く日本の地域変貌』海青社，333p.，2008年11月．
平岡昭利編『離島に吹くあたらしい風』海青社，111p.，2009年9月．

湯澤規子
受賞対象：湯澤規子『在来産業と家族の地域史―ライフヒストリーからみた小規模家族経営と結城紬生産―』古今書院，238p.，2009年1月．

渡辺理絵
受賞対象：渡辺理絵『近世武家地の住民と屋敷管理』大阪大学出版会，217p.，2008年1月．

【奨励賞】 
李　虎相
受賞対象：李　虎相「社会ネットワーク分析にもとづく国際航空ネットワークの構造」，『地学雑誌』，117，pp.985-996，2008年．
Lee, H. The networkability of cities in the international air passenger flows 1992–2004, Journal of Transport Geography, 17,pp.166-175, 2009年．

清水克志
受賞対象：清水克志「日本におけるキャベツ生産地域の成立とその背景としてのキャベツ食習慣の定着―明治後期から昭和戦前期を中心として―」，『地理学評論』，81，pp.1-24，2008年．
清水克志「近代日本における野菜種子流通の展開とその特質―盛岡近郊の種苗業者の取引記録からの考察―」，『歴史地理学』，51(5)，pp.1-22, 2009年．

田中耕市
受賞対象：田中耕市「1990年代における東京23区の都市密度変化と土地利用転換―事務所建築物と集合住宅を対象として―」，『地学雑誌』，117，pp.479-490，2008年．
Tanaka, K. Recent Trends and Issues in Geographical Studies on Modern Transportation in Japan, Geographical Review of Japan, 81,pp.292-302, 2008年．
田中耕市「中山間地域における公共交通の課題と展望」，『経済地理学年報』，55，33-48，2009年．

〔2011年度（第２回）〕
【学術賞】 
張　長平
受賞対象：張　長平『都市の空間データ分析』古今書院，240p.，2010年9月． 

中村周作 
受賞対象：中村周作『行商研究―移動就業行動の地理学―』海青社，309p.，2009年10月．

丸山浩明 
受賞対象：丸山浩明編『ブラジル日本移民―百年の軌跡―』明石書店，350p.，2010年7月．

三木一彦 
受賞対象：三木一彦『三峰信仰の展開と地域的基盤』古今書院，225p.，2010年2月．

【奨励賞】 
久保倫子
受賞対象：久保倫子「水戸市中心部におけるマンション購入世帯の現住地選択に関する意思決定過程」，『地理学評論』，81，pp.45-59，2008年．
Kubo, T. Japanese housing market and the roles of the condominiums in local cities: A case study of Mito City, Ibaraki Prefecture, Tsukuba Geoenvironmental Sciences, 5, 17-30, 2009年．
久保倫子「幕張ベイタウンにおけるマンション購入世帯の現住地選択に関する意思決定過程」，『人文地理』，62，pp.1-19，2010年．
久保倫子「マンションを扱った地理学的研究の動向と課題―日本での研究を中心に―」，『地理空間』，3，pp.43-56，2010年．
Kubo, T., Onozawa, Y., Hashimoto, M., Hishinuma, Y., and Matsui, K. Mixed development in sustainability of suburban neighborhoods: The case of Narita New Town, Geographical Review of Japan Series B, 83, pp.47-63, 2010年．

花木宏直 
受賞対象：花木宏直「大正期～昭和初期の芸予諸島・大三島におけるマニラ移民と国内出稼ぎの特性―旧岡山村口総地区を事例として―」，『人文地理』，62，pp.401-425，2010年．
花木宏直「近世後期～明治前期における柑橘品種と需要―和歌山市街及び周辺地域を事例に―」，『地理空間』，3，pp.96-112，2010年．

山本健太 
受賞対象：山本健太「ソウルにおけるアニメーション産業の集積と特質―国際分業および労働市場に着目して―」，『季刊地理学』，60，pp.185-206，2008年．
山本健太「上海地域におけるアニメーション産業の集積構造―海外依存型企業の事例を中心に―」，『地理科学』，64，pp.228-249，2009年．

〔2012年度（第３回）〕
【特別賞】
小林浩二
受賞対象：小林浩二『地域研究とは何か―フィールドワークからの発想―』古今書院，128p.，2012年1 月．
ほか11 点の著作．

【学術賞】
岩間信之
受賞対象：岩間信之編著『フードデザート問題―無縁社会が生む「食の砂漠」―』農林統計協会，162p.，2011年6 月．

櫻井明久
受賞対象：櫻井明久『社会科教師のための地理教材の作り方』古今書院，141p.，2011 年3 月．

仁平尊明
受賞対象：仁平尊明『エネルギー効率から見た日本の農業地域』筑波大学出版会， 316 p.，2011 年3月．

原田洋一郎
受賞対象：原田洋一郎著『近世日本における鉱物資源開発の展開―その地域的背景―』古今書院，300p.，2011 年2 月．

山下清海
受賞対象：山下清海『池袋チャイナタウン―都内最大の新華僑街の実像に迫る―』洋泉社，191p.，2010 年11 月．
山下清海編著『現代のエスニック社会を探る―理論からフィールドへ―』学文社，213p.，2011 年3 月．

【奨励賞】
林 琢也
受賞対象：林 琢也 「グローバル化に対応したリンゴ生産と品種の管理―日本ピンクレディー協会を事例に―」, 『茨城地理』，10，pp.93-102, 2009 年8 月. 
Hayashi, T., Sustainable systems of agri-tourism in a cherry-growing area: A case study of the Miizumi area, Sagae City, Yamagata Prefecture,Geographical Review of Japan Series B, 82(2), pp.60-77，2010 年5 月. 
林 琢也・呉羽正昭 「長野盆地におけるアグリ・ツーリズムの変容―アップルライン（国道18 号）を事例に―」，『地理空間』， 3， pp.113-136, 2010 年12月.

𠮷田国光
受賞対象：𠮷田国光 「北海道大規模畑作地帯における社会関係からみた農地移動プロセス」, 『地理学評論』，81，pp.402-421，2009 年9 月. 
𠮷田国光・市川康夫・花木宏道・栗林 賢・武田周一郎・田林 明「大都市近郊における社会関係からみた稲作農家の農地集積形態」， 『地学雑誌』， 119，810-825, 2010 年10 月. 
[bookmark: _GoBack]ほか３点の論文．

〔2013年度（第４回）〕
【特別賞】
山本正三
受賞対象：山本正三ほか編『小農複合経営の地域的展開』二宮書店，400p.，2012年4月．
ほか多数．

溝尾良隆
受賞対象：溝尾良隆『観光学と景観』古今書院，229p.，2011年6月．
ほか10点の著作．

【学術賞】
平岡昭利
受賞対象：平岡昭利著『アホウドリと「帝国」日本の拡大―南洋の島々への進出から侵略へ』明石書店，279p.，2012年11月．

【奨励賞】
久木元美琴
受賞対象：久木元美琴「地方温泉観光地における長時間保育ニーズへの対応―石川県七尾市の事例から―」『地理学評論』83, pp.176-191, 2010年3月. 
Kukimoto, M.F., The use of communication tools among Japanese mothers living in France. NETCOM-Networks and Communication Studies, 24(1/2), pp.47-62, 2010年. 
Kukimoto, M., Wakabayashi, Y. and Yui. Y., Production of local childcare culture in Okinawa and the impact of policy change. Geographical Review of Japan Series B, 84, pp.60-70, 2012年3月.

水谷千亜紀
受賞対象：Mizutani, C. and Murayama. Y., Analytical framework for polygon-based land use change. SIGSPATIAL Special, 3(3), pp.15-20, 2011年11月. 
Mizutani, C., Construction of an analytical framework for polygon-based land use transition analyses. Computers, Environment and Urban Systems, 36(3), pp.270-280, 2012年5月. 
Lwin, K., Murayama, Y. and Mizutani, C., Quantitative versus qualitative geospatial data in spatial modeling and decision making. Journal of Geographic Information System, 4(3), pp.237-241, 2012年6月.

市川康夫
受賞対象：吉田国光・市川康夫・花木宏直・栗林　賢・武田周一郎・田林　明「大都市近郊における社会関係からみた稲作農家の農地集積形態」『地学雑誌』119, pp.810-825, 2010年10月. 
市川康夫「中山間農業地域における広域的地域営農の存立形態－長野県上伊那郡飯島町を事例に－」『地理学評論』84, pp.324-344, 2011年7月. 
市川康夫「フランス条件不利地域における山地農家の経営戦略　－マッシフ・サントラル，メザン地域を事例に－」『地学雑誌』121, pp.1010-1029, 2012年12月.

遠藤貴美子
受賞対象：遠藤貴美子「東京城東地域におけるカバン・ハンドバック産業集積の存立基盤─企業間の受発注連関とコミュニケーションの分析を通じて─」『地理学評論』85, pp.342-361, 2012 年7月．
遠藤貴美子「東京城東地域におけるカットグラス産業の生産・流通構造変化─「江戸切子」の創造的側面に着目して─」『地域経済学研究』25, pp.106-121, 2012年12月.

〔2014年度（第５回）〕
【学術賞】
西野寿章
受賞対象：西野寿章『山村における事業展開と共有林の機能』原書房，263p.，2013年1月．

田林　明
受賞対象：山本正三・田林　明・菊地俊夫編著『小農複合経営の地域的展開』二宮書店，399p.，2012年2月． 
田林　明編著『商品化する日本の農村空間』農林統計出版，397p.，2013年2月．

松井圭介
受賞対象：松井圭介『観光戦略としての宗教－長崎の教会群と場所の商品化－』筑波大学出版会，182p.，2013年3月．
MATSUI K.: Geography of Religion in Japan: Religious Space, Landscape, and Behavior. Springer, 200p., 2013年12月．
【奨励賞】
植村円香
受賞対象：植村円香「東京都利島村におけるツバキ実生産による高齢者の生計維持」『地理学評論』84，pp.242-257，2011年11月．
植村円香「高齢期離職就農者による柑橘農業の実態とその意義─愛媛県岩城島を事例として─」『経済地理学年報』59，pp.136-153，2013年3月．
植村円香「高齢化に伴う果樹複合産地の変容─長野県飯田市・高森町の干し柿生産を事例に─」『地学雑誌』122，pp.502-520，2013年7月．

